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資　料

九州大学福岡演習林の長期森林動態試験地設定時の林況＊

　井上　貴文＊＊・長　慶一郎＊＊＊・鍛治　清弘＊＊＊・椎葉

山内　康平＊＊＊・井上　一信＊＊＊・作田耕太郎＊＊＊＊・田代

　　　　　　　　　　　　　　　井上　晋＊＊＊＊＊

抄 録

康喜＊＊＊

直明＊＊＊＊＊

　九州大学農…学部附属福岡演習林の13・14林班内には植栽後100年以上が経過したスギ造

林地がある．現在では，スギの生育が不良であった場所で種・サイズ構成の多様な広葉樹

二次林が成立している．この森林の群落動態を明らかにする目的で，長期継続研究のため

の固定試験地を設定した．固定試験地は面積1haとし，試験地内の地形測量，胸高周囲長5

cm以上の全ての幹の胸高周囲長測定および樹種同定を行った．その結果，．28科48種1410

個体が確認された．また，そのうち21種で萌芽幹が見られた．
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1．はじめに

　森林の群落動態，多様性維持のメカニズムには，撹乱などによるギャップの発生，地形

や土壌などの物理的環境，種問相互作用など様々な要因が関与している．これらの要因に

は，数十年，数百年に一度という発生頻度が稀な現象もある（Foster，1988）．こうした

稀な現象を評価するためには，大面積の森林を対象にした長期にわたる継続的な観測が必

要であり（中静・山本，1987），天然林における大面積かつ長期の継続研究が1970年代後

半から世界的に行われ始めている（中静・山本，1987；中静，1991）．

近年，日本でも多くの継続研究が各地で開始されているが，目本では成熟した森林での研

究が少なく，調査面積が小さいことが指摘されている（山中ら，1993）．暖温帯に位置す

る九州での大面積継続研究も，屋久島や綾，対馬の照葉樹林のように，一部の保護されて

きた天然林等で行われているのみである（Naka，1982；Sato　et．　al，1999；Manabe，

2000）．

　こうした森林の継続研究においては，地域間の比較による議論を行うためにも，様々な

植生帯における調査地を設置することが必要である（芝野ら，1996）．しかし，暖温帯の

下部に位置する照葉樹林に比べ，暖温帯の中～上部の森林での報告は少ない．

九州大学農学部附属福岡演習林の13林班には本演習林で最も林齢の高い135～137年生のス

ギ大挿木林分（陣場の大杉）が存在している．このスギ林は藩政時代最後の造林と伝えら

れており（九大年報，1995），14林下にかけても同時期に植栽されたと思われる．陣場の

大杉については1978年に本数率30％の間伐が行われた記録がある（九大年報，1995）．こ

のうちスギの生育が不良であったと考えられるやや標高の高い場所では，推定で100年を

越す喪心の広葉樹二次林が成立している．

　現在この13・14林心内の広葉樹二次林にはスギ大径木に加えてアカガシ，ウラジロガシ

などの暖温帯の上部に出現するカシ類や，ヤブツバキなどのいわゆる照葉樹と、イヌシデ

などの落葉広葉樹が見られ，種構成・サイズ構成が複雑である。またカラスザンショウな

ど先駆的な樹種の枯死が多く見られ，ギャップ更新など今後の動態に興味がもたれる．ま

た広葉樹二次林となっている部分は特に急傾斜であり，狭い範囲に尾根と谷がみられ，地

形的にも複雑である．

　このように当林分は暖温帯中～上部に位置し，林齢が古く，一斉撹乱の履歴が分かって

おり，さらに植生，地形とも多様性に富んでいることから，その群落構造と動態に興味が

もたれる．そこで2004年に面積1haの固定試験地を設置し，2005年に試験地の良木調査を

行った．

　本試験地では，今後長期にわたって観測を継続していくもので，試験地の設置，計測の

方法および森林の初期状態を記録しておく必要がある．そこで，ここでは固定試験地の概

要と，感文調査により得られた結果を報告する．
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1．調査地と方法

1．調査地概況

　調査地は福岡県糟屋郡久山町にある九州大学農学部附属福岡町跳上13・14林班内である

（図1）．林分は植栽後135～137年が経過したスギ造林地で，現在は広葉樹二次林である．

地質は古生層で角閃岩・蛇紋岩・輝岩・砂岩からなり（初島，1934），斜面は北向きであっ

た．
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Fig．1　Location　of　the　study　plot．

　　　図1調査地の位置

2．試験地の設定
　尾根部，斜面部，谷部を含む面積1haの固定試験地を設定した．試験地内全域を測量し，

水平距離で10mごとに地面に丹頂杭を打ち，10m×ユOmの方形区計100個が100m×100m

の正方形を成すように設置した．測量にはポケットコンパス（牛方，LS－25レベルトラ

コン）とガラス繊維巻尺（ヤマヨ，サンエックスミリオン30m）を用いた．各杭には（X

座標，Y座標）となるように，（0，0）から（100，100）まで順に座標の値を書き込んだ．

　また，尾根上の起点（0，10）においてGPS（Leica　GS5＋）を用いて緯度，経度，標高

を求め，コンパス測量による各方形区の周囲4点の高低差から，各方形区の頂点の緯度，

経度，標高を求めた．

3．調査方法
　2005年3月～4月に，方形区ごとに胸高（1．3m）周囲長15cm以上の樹木個体の幹を対象

に胸高周囲長をmm単位まで測定し，種名を記録した．備考として，蔓などが巻きついて

いてツル込みでしか測定できなかった場合は「ツル込み」，1．3m以下の部位で株分れして

いる同一個体のものは「同株」と記録した．また測定幹について，一部枯損しているもの

や倒れかけているものについてはその状態を逐次記録した．胸高周囲長の測定にはスチー

ルメジャー（タジマ，エンジニヤポケット10m）を用いた．測定幹にはステンレスの釘を
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打ち，識別のための番号が刻印されたアルミタグ（Forestry　Supplies　lnc．，　Racetrack－

Shaped　Aluminum　Tags）をステンレスの針金で吊り下げた．そして測定位置には赤の

スプレーペンキを吹き付けた．樹種の学名，和名は佐竹ら（1989a，1989b）に従った．

積算優占度は胸高断面積比と個体数比の平均によって算出した．

皿．結果

　地形測量の結果を図2に示す．試験地の位置は33。，39／N、130。32／E，標高410m～

490mである．試験地の地形は，北向き斜面に沿って尾根と谷があり，尾根と谷の問の試

験地中央部は東向き斜面となっている．尾根と谷の頂部では傾斜が比較的緩やかであった

が，中央部の斜面は傾斜30。以上の急峻な所が多かった．
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Fig．2　Topography　of　the　study　plot．

　　　　図2　調査地の地形



九州大学福岡演習林の長期森林動態試験地設定時の林況 53

　表1に本調査地で記録された樹種の和名と学名，各樹種の積算優占度，出現個体数，最

大幹胸高直径，胸高断面積合計を示す．今回の調査では28科48種1410個体が記録されたが，

ヤブツバキが個体数で520本／haと最も多く見られ，積算優占度も22．95と最大であった．

調査地全体での最大幹直径個体はスギの97．2cmで，植栽木であるスギを除くと，アカガ

シの88．3cmであった．胸高断面積合計は調査地全体では52．89㎡／ha，樹種ごとではウラ

ジロガシが8．59㎡／haと最大であった．

　次に，萌芽幹を形成していた樹種の個体数および個体当りの平均萌芽数を表2に示す．

ここで萌芽幹とは1．3m以下で複数に株分れした同一個体の樹幹のことで，萌芽幹樹種は

21種で，ヤブツバキ，ウラジロガシ，ヤブニッケイなどが見られた．

　今回の調査は直径5cm以上の樹幹を対象にした胸高部位の周囲長測定を行ったのみであ

り，樹高，実生，各個体の位置情報などの基礎的なデータが充分得られていない．今後，

これらのデータを収集し，森林構造をより正確に把握する必要がある．
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Tablel
表1試験地内に出現した胸高周囲長15cm以上の樹木
Trees　larger　than　15cm　in　girthat　breast　height　in　the　plot．

種名 学名

　　　　　　　　　　　　胸高　　最大
積算

　　　　　個体数断面積幹直径
優占度　　　　　　　　　　　　（㎡）　（c皿）

　　　　　ヤブツバキσα配θ疏αノ¢poπ‘cαL．

　　　ウラジロガシQuercus　sαliciαnα　Blume

　　　ヤブニッケイCinnαmornum　1’aponicum　Sieb．　ex　Nakai

　　　　　　イヌシデCαrpinus　tschonoskii　Bl．

　　　　　　　　　スギCr　yptomeriα　J’aponieαD．　Don

　　　　　　　　ミズキSωidα　controversα　Sojak

　　　　　　アカガシQuercus　acutα　Thunb．　ex　Murray

　　　　　　タブノキMαchilus　thunbergii　Sieb．　Et　Zucc

　　　　ネズミモチLigustrLtnz　japoniCUTn　Thunb．

　　　　　ホソバタブMαchilus　／’aponicα　Sieb．　et　Zucc．

　　　　　　シロダモIVeolitseα　sericeα　Koidz．

リュウキュウマメガキDiosp：ymsノαpo初。αSieb．　et　Zucc．

　　　　　　イスノキDistylium　rαsemosum　Sieb．　et　Zucc．

　　　イロハカエデAcer　Pαlmαtum　Tunb．

　　　　　　　　アオキAucubαノaponicα　Thunb．

　　　　　　カゴノキLitseαcoreαnα　Leveille

　　　　　　ノグルミ1）1αtycαr　yα　strobilαceα　Sieb．　et　Zucc．

　　　　　　　　シキミJllicium　religiosum　Sieb．6t　Zucc．

　　　　　　　　クロキSymplocos　lucidα　Sieb．　et　Zucc．

　　　　　　ヒサカキE碇yαノαpoπ‘cαThunb．

　　　クマノミズキSwidα　mαcropdyllα　Sojak

　　　　　　イイギリldesiα　polyeαrρα　Maxim．

　　　　　　ヤマフジWisteriαbrαchN　botr　ys　Sieb．　et　Zucc．

　　　　　　　　コナラQuercus　serratα　Thunb．　ex　Murray

　　　　　　スダジイCαstαnoρsis　cusρidate　Thunb．

　　　　ハマクサギPremnα　／’aponieα　Miq．

　ツルウメモドキCelαstrus　orbiculαtu8　Thunb，

　　　　チシャノキEhretiα　ovαlifoliα　Hassk．

　　　　ヤマボウシBenthαmidiαノ（zponicα　Sieb．　et　Zucc．

　　　　ヤマザクラP面謝sノα配α8αんαrαSieb．　ex　K：oidz

　　　　　　エゴノキStyrαx　jol）onicα　Sieb．　et　Zucc．

カラスザンショウZαnthoxylum　ailαnthoides　Sieb．　et　Zucc．

　　　　　　ハイノキSymplocos　mツ　rtαceαSieb．　et　Zucc．

　　　　　　　エノキCeltis　sinensis　Pers．var．japonica　Planch．

　　　　　　　キヅタHedera　rhOin　beα　Bean

　　　　　　サルナシActinidiα　argut¢　Sieb．　et　Zucc．

　オオツヅラフジSinornenium　acutum　Thunb．
　　　　　　リョウブClethrαbαTv　inerv　is　Sieb．　et　Zucc．

　　　　　　ヤマハゼRhus｛sylvestris　Sieb．　et　Zucc．

　　　　　　イヌガヤCephαlotanus　hαrringtoniα　Knight

　　　　　　　サカキαの2昭拘po溺。αThunb．

　　　アカメガシワMαllotus　」’aponicus　Thunb．

　　　ヤブムラサキCαllicαrpα　mollis　Sieb．　et　Zucc．

　　　　　　コマユミEuoayneu8　alαtus　f．striatus　Thunb．

　　　　サンゴジュViburnum　odorαtissirnune　Ker－Gawler

　　　ウラジuノキSorbuS　／’aponicα　Decne．

　　　　　　カマツカ∫）ourthiαeαvillosα　Thuhb．

　　　コヤブデマリViburnurn　plieαtum　Thunb．
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Table2
表2　萌芽幹の見られた樹種

Sprout　species　occurred　in　the　plot．

樹種名 萌芽個体数
個体当りの
平均萌芽数

　ヤブツバキ

ウラジロガシ

ヤブニッケイ

　ホソバタブ

　　クロキ

　アカガシ

　　スギ

　タブノキ

　ネズミモチ

　カゴノキ

　イスノキ

　イヌシデ

　ピサカキ

　ハマクサギ

　シロダモ

ツルウメモドキ

　　アオキ

　　ミズキ

　リョウブ

クマノミズキ

　ハイノキ

9
2
1
6
4
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3
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2
2
2
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1
1
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